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契
約
１

19
歳
の
と
き
、
知
ら
な
い
人
（
Ｘ
社
の
Ａ
氏
）

か
ら
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ほ
し
い
」
と
電
話

が
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
メ
ー
ル
交
換
を
し
た
後
、

デ
ー
ト
に
誘
わ
れ
、
宝
石
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
と
い
う

Ａ
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
、
ダ
イ
ヤ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
約
１
０
０
万
円
で
購
入
し
た
。
支
払
い
は
成
人

後
で
い
い
と
言
わ
れ
た
。
20
歳
に
な
る
と
、
ア
ル

バ
イ
ト
先
の
正
社
員
で
あ
る
と
身
分
を
偽
り
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
契
約
書
を
書
き
直
す
よ
う
指
示
さ
れ
た
。

契
約
２

購
入
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
受
け
取
り
に
行

く
と
、
Ａ
氏
は
不
在
で
あ
っ
た
。
代
わ
り
に
待
っ

て
い
た
Ｂ
氏
に
誘
わ
れ
、
Ｂ
氏
と
も
交
際
が
始
ま

っ
た
。
Ｂ
氏
に
、「
僕
の
デ
ザ
イ
ン
も
見
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
、
約
１
５
０
万
円
の
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
と

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
購
入
し
た
。

契
約
３

そ
の
後
、
両
氏
と
も
交
際
が
途
絶
え
た
。

支
払
い
に
困
っ
て
い
た
ら
、
知
ら
な
い
人
か
ら
、

「
Ｘ
社
の
Ａ
、
Ｂ
両
氏
か
ら
ダ
イ
ヤ
を
買
っ
て
い
ま

す
ね
。
代
金
の
何
％
か
を
返
却
し
ま
す
。
警
察
で

も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。」
と
電
話
を
受
け
、
強
引

に
京
都
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
Ｘ
社
か
ら
返
金
し
て

も
ら
う
た
め
に
必
要
と
い
う
理
由
で
、
サ
ラ
金
３

社
か
ら
計
１
５
０
万
円
借
金
さ
せ
ら
れ
、
全
額
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
人
と
の
連
絡
は
取
れ
な
い
。

契
約
４

そ
の
４
か
月
後
に
、「
全
国
の
あ
な
た
の
よ

う
に
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
て
い
る
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー
相
談
で
す
。
大
阪
ま
で
相
談
に
来
て
く
だ

さ
い
。」
と
電
話
を
受
け
た
。
会
場
に
出
向
く
と
、

「
助
け
る
に
は
、
ダ
イ
ヤ
か
絵
画
を
買
っ
て
会
員
に

な
る
の
が
条
件
」
と
強
引
に
勧
誘
さ
れ
た
。
何
度

も
断
っ
た
が
、
怒
鳴
ら
れ
て
、
怖
か
っ
た
の
で
、

80
万
円
で
ダ
イ
ヤ
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

契
約
５

「
契
約
４
」
か
ら
半
年
後
、「
消
費
者
セ
ン

タ
ー
」
と
名
乗
る
人
か
ら
、
宝
石
の
購
入
金
全
額

を
返
金
す
る
と
電
話
が
あ
っ
た
。
何
度
も
断
っ
た

が
、
そ
の
人
の
声
が
あ
ま
り
に
優
し
か
っ
た
の
で

最
後
の
望
み
を
か
け
、
米
原
で
会
っ
た
。
そ
の
人

は
優
し
く
話
を
聞
い
て
く
れ
、「
金
融
会
社
か
ら
お

金
を
借
り
、
渡
し
て
く
れ
た
ら
、
解
約
し
て
総
額

を
あ
な
た
の
口
座
に
振
り
込
む
」
と
言
っ
た
。
私

は
以
前
の
借
金
の
こ
と
を
話
し
て
断
っ
た
が
、
結

局
サ
ラ
金
４
社
か
ら
新
た
に
50
万
円
借
り
、
貯
金

の
20
万
円
を
足
し
70
万
円
を
渡
し
た
。
し
か
し
、

宝
石
の
解
約
は
さ
れ
ず
、
収
入
の
ほ
と
ん
ど
を
サ

ラ
金
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
支
払
っ
て
い
る
。
こ

れ
以
上
払
え
な
い
が
、
親
に
は
絶
対
知
ら
れ
た
く

な
い
。

（
23
歳
　
女
性
）

Ｘ
社
と
の
契
約
は
、
典
型
的
な
デ

ー
ト
商
法
で
す
。
相
談
者
は
、
断
る

と
付
き
合
っ
て
も
ら
え
な
く
な
る
と

思
い
、
契
約
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の

ほ
か
の
契
約
は
、
Ｘ
社
の
契
約
か
ら

派
生
し
た
２
次
被
害
で
す
が
、「
契

約
３
」「
契
約
５
」
は
詐
欺
で
す
。

被
害
額
は
、
総
額
５
５
０
万
円
で

し
た
。
相
談
を
受
理
し
た
と
き
の
残

債
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
分
が
１
７
０
万

円
、
サ
ラ
金
分
は
１
９
０
万
円
で
多

重
債
務
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
一
つ

に
ま
と
め
て
自
己
破
産
す
る
の
が
一

番
簡
単
な
解
決
法
で
す
が
、
破
産
は

し
た
く
な
い
と
い
う
相
談
者
の
希
望

で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
分
の
処
理
は
、

こ
ち
ら
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
、

サ
ラ
金
分
の
債
務
整
理
に
つ
い
て

は
、
司
法
書
士
に
委
任
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

「
契
約
１
」「
契
約
２
」
の
Ｘ
社

に
は
、
書
面
に
不
備
が
あ
っ
た
た
め
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
通
知
し
交
渉
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｘ
社
が
実
質
倒

産
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
支
払
っ
た

お
金
の
取
り
戻
し
は
諦
め
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、

商
品
は
返
品
せ
ず
、
今
ま
で
支
払
っ

た
金
額
で
商
品
代
金
は
完
済
し
た
こ

と
と
し
、
以
後
の
支
払
い
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

相
談
者
は
、「
契
約
４
」の
相
手
を
、

「
消
費
者
セ
ン
タ
ー
」
と
信
じ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
は
Ｙ
社
と
判

明
し
、
Ｙ
社
に
は
「
不
実
告
知
」
に
よ

る
取
り
消
し
を
通
知
し
ま
し
た
。
商

品
は
返
品
し
、
今
ま
で
支
払
っ
た
お

金
は
返
金
し
て
も
ら
い
、
サ
ラ
金
分

の
債
務
整
理
費
用
に
あ
て
ま
し
た
。

社
会
経
験
の
少
な
い
、
未
熟
な
若

者
の
心
理
を
悪
用
し
た
、
こ
の
よ
う

な
商
法
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
も
、
早
い
段
階
で
相
談

を
受
け
て
い
た
ら
、
多
重
債
務
に
ま

で
陥
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ま

す
。
困
っ
た
と
き
に
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
早
急
に
市
役
所
な
ど
の
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
を
受
理
す
る
前
に
、
行

政
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
消
費
者
セ

ン
タ
ー
）
か
ら
、
消
費
者
に
電
話
す
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
親
権
者
の
同
意
の
な
い
小

遣
い
の
範
囲
を
超
え
る
未
成
年
者
契

約
は
、
成
人
後
も
５
年
以
内
な
ら
未

成
年
取
り
消
し
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
事
例
の
よ
う
に
成
人
後
も

継
続
し
て
支
払
い
続
け
て
い
る
場
合

は
、
５
年
以
内
で
あ
っ
て
も
取
り
消

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〈内容〉わらを使って、お正月に飾る素朴なしめなわ（玄関

用のもの、従来型とリース型）を作ります 〈日時〉12月26

日 9：30～11：30 〈場所〉グリーンピアひこね（清崎町）

〈受講料〉200円 〈教材費〉従来型300円、リース型500円

〈定員〉30人（先着順）〈申込期間〉11月

５日 ～26日 の８：30～17：00

（土・日曜日、祝日は除く）〈申込方

法・問い合わせ先〉グリーンピアひ

こね（ 25 3909）の窓口で申し込

んでください

〈内容〉愛知川河畔林で間伐体験をし、切り出した竹を使っ

て正月用の竹飾りを作ります 〈日時〉12月１日 9：00

～13：00 〈場所〉愛知川河畔林（葉枝見橋上流広場）〈持ち物〉

のこぎり、なた、水筒、タオル、軍手、雨具など 〈定員〉100人

（先着順）〈参加費〉200円 〈申込期限〉11月22日 〈申込・

問い合わせ先〉愛知川右岸河畔林の会事務局（ 湖東地域振興

局建設管理部河川砂防課内） 27 2248、FAX23 3531

〈内容〉防災に対し、地域の

取組を訴えるなかで、人と

人とのつながりの大切さ、

女性のかかわり方の大切さ

に焦点をあて、具体的な方

法で男女共同参画を推進す

ることを目的に講座を開催

します。 〈日時〉下の表の

とおり 〈場所〉 男女共同参画センター「ウィズ」（平田町）

〈対象〉市内に在住、在勤、在学する人 〈定員〉各回50人

（先着順）〈受講料〉200円（各回ごと）〈申込期限〉各回の前日

まで 〈その他〉託児あり（０歳～就学前、一人１回200円）〈申

込・問い合わせ先〉 男女共同参画センター「ウィズ」 24

3529（FAX共用）

糖尿病は病気に対する理解を深めることが治療効果を高め

ることにつながります。患者さん本人だけでなく、家族や

糖尿病に関心のある人もぜひ参加してみてください。〈日

時〉1 1月30日 13：30～16：30 〈内容・講師〉 冬の食べ

物～冬眠太りにご用心～（管理栄養士） ストレスで血糖

が上がるって本当？～糖尿病とストレスの関係について～

（心療内科医師）、 みつめてみましょう、あなたの皮膚（皮

膚科医師） 寒いときこそ運動を～中からポカポカ、燃焼し

やすい身体に～（理学療法士）〈場所〉市立病院３階　講堂

〈参加費〉無料　〈問い合わせ先〉彦根市立病院外来１ブロ

ック 22 6050（内線1302）※問い合わせは、月～金曜日

の13：00～17：00にお願いします。

〈内容〉高齢者や車いす利用者、視覚障害者の疑似体験や、

介助体験を通じて、「心のバリアフリー」の大切さを考え

ます。〈日時〉12月１日 13：00～17：00 〈場所〉近江鉄

道彦根駅　※大学サテライト・プラザ彦根（アル・プラザ彦根

６階）に集合 〈対象〉市内に在住、在勤、在学する人（小学生

は保護者の同伴が必要です） 〈定員〉50人（先着順）〈参加費〉

無料 〈申込期限〉11月14日 〈申込・問い合わせ先〉 交

通対策課 30 6134、FAX24 8517へ

〈内容〉市内には、自治会館や個人の家などの一室に本を並

べて開放している「地域文庫」が15か所あります。次の世

代を担う子どもたちに、本を読む楽しさを知ってもらうと

同時に、地域文庫活動への理解と参加を呼びかけるための

講演会を開催します。 〈講師〉金尾恵子さん（絵本作家）

〈演題〉生き物を描くことを通して伝えたい思い 〈日時〉11

月24日 13：30～15：00 〈場所〉市立図書館（尾末町）

〈定員〉60人（先着順）〈費用〉無料 〈申込方法・問い合わせ先〉

電話か、直接市立図書館（ 22 0649、FAX26 0300）の窓口

で申し込んでください。

〈内容〉裁判員制度の説明、裁判員模擬裁判のビデオ上映、

参加者と裁判官による模擬評議　など 〈日時〉11月17日

13：10～16：30 〈場所〉彦根勤労福祉会館（大東町）〈定員〉

100人（先着順）〈募集期限〉11月16日 〈申込・問い合わせ

先〉大津地方裁判所事務局総務課庶務係 077 522 4281

（内線224）、FAX077 522 8374（土・日曜日と祝日を除く）

〈内容〉パソコンを使った年賀状作り 〈日時〉11月24日

1 10：00～、 13：00～ 〈場所〉城陽小学校

〈対象〉市内在住の小学生 〈定員〉１回目、２回目とも15人

（先着順）〈参加費〉無料 〈申込期限〉11月17日 〈申込・

問い合わせ先〉市立ふれあいの館 25 4452（FAX共用）

交通バリアフリー教室
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男と女の生き方セミナー

グラッときてもあわてない！地域で守ろう防災力

グリーンピアひこね　しめなわ作り教室

愛知川の竹で正月飾りを作ろう

裁判員制度フォーラム ～あなたも体験してみませんか～

彦根市立病院の糖尿病教室（後期）

彦根市地域文庫連絡会 金尾恵子講演会

市立ふれあいの館　パソコン教室


